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目 次

公 告

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

伊江村字西江上ヤー原 1820番 原野 262042 2620 262042

合 計 262042 2620 262042
令和８年２月４日 沖縄防衛局長

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

宜野座村字漢那城原 2276番25 宅地 9258 9258 9258

金武町字金武石川原 8182番１ 田 17793 177 17793

金武町字金武長地原 8620番 雑種地 74739 747 74739

金武町字伊芸加武川原 1927番 畑 5610 56 5610

金武町字伊芸加武川原 1928番２ 田 607 607 607

金武町字伊芸加武川原 1928番３ 田 516 516 516

合 計 108523 108381 108523
令和８年２月４日 沖縄防衛局長
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〔 公 告 〕

諸 事 項

官 庁
日 本 国 と ア メ リ カ 合 衆 国 と の 間 の 相

互 協 力 及 び 安 全 保 障 条 約 第 六 条 に 基

づ く 施 設 及 び 区 域 並 び に 日 本 国 に お

け る 合 衆 国 軍 隊 の 地 位 に 関 す る 協 定

の 実 施 に 伴 う 土 地 等 の 使 用 等 に 関 す

る 特 別 措 置 法 第 七 条 第 二 項 に 基 づ く

使 用 の 認 定 、 参 加 者 の 有 無 を 確 認 す

る 公 募 手 続 に 係 る 参 加 意 思 確 認 書 の

提 出 を 求 め る 公 示 関 係

裁 判 所
破 産 、 免 責 、 再 生 関 係

特 殊 法 人 等

日 本 弁 護 士 連 合 会 懲 戒 処 分 関 係

地 方 公 共 団 体

教 育 職 員 免 許 状 失 効 ・ 取 上 げ 処 分 、

行 旅 死 亡 人 関 係

会 社 そ の 他

会 社 決 算 公 告

諸 事 項

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。





記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

金武町字金武大兼久原 2862番１ 雑種地 57714 577 57714

金武町字金武大兼久原 2871番１ 原野 2367118 23671 2367118

金武町字金武大保根原 11947番１ 原野 17406 174 17406

金武町字金武大保根原 11969番１ 原野 11700 117 11700

金武町字金武岬原 12742番１ 原野 501712 5017 501712

金武町字金武岬原 12803番 公衆用
道路

5821 58 5821

金武町字金武岬原 12836番１ 原野 270908 2709 270908

金武町字金武岬原 12837番３ 原野 141209 1412 141209

金武町字金武岬原 12864番１ 原野 971237 9712 971237

金武町字金武岬原 12864番２ 原野 2703 27 2703

金武町字金武岬原 12864番３ 原野 2009 20 2009

金武町字金武岬原 12864番４ 原野 4308 43 4308

金武町字金武岬原 12864番５ 原野 11606 116 11606

金武町字金武岬原 12864番６ 原野 8704 87 8704

金武町字金武岬原 12864番７ 原野 18009 180 18009

金武町字金武岬原 12864番８ 原野 4906 49 4906

金武町字金武岬原 12864番９ 原野 8309 83 8309

金武町字金武岬原 12909番 保安林 119111 1191 119111

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

うるま市字西原ブリク原 750番１ 畑 5500 55 5500

うるま市字西原ブリク原 750番３ 公衆用
道路

11200 112 11200

うるま市字西原ブリク原 759番１ 畑 5100 51 5100

うるま市字西原ブリク原 759番３ 公衆用
道路

4600 46 4600

合 計 26400 264 26400

令和８年２月４日 沖縄防衛局長

金武町字金武岬原 12959番 原野 3411209 34112 3411209

金武町字金武岬原 12959番１ 原野 21309 213 21309

金武町字金武岬原 12959番２ 原野 20304 203 20304

金武町字金武岬原 12959番３ 原野 2612139 26121 2612139

金武町字金武岬原 12959番４ 原野 14101 141 14101

金武町字金武岬原 12959番５ 原野 19408 194 19408

金武町字金武岬原 12960番 原野 1403526 14035 1403526

金武町字金武岬原 12968番 原野 2319246 23192 2319246

金武町字金武岬原 12978番１ 原野 166410 1664 166410

合 計 14512142 145118 14512142

令和８年２月４日 沖縄防衛局長
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日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。





記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

読谷村字楚辺字東 64番 ため池 26911 269 26911

読谷村字楚辺字西 248番 ため池 30705 307 30705

読谷村字楚辺字西 276番 ため池 20812 208 20812

読谷村字楚辺西前原 516番 雑種地 42131 421 42131

読谷村字楚辺東前原 598番 雑種地 85304 853 85304

読谷村字楚辺後原 1238番 宅地 68543 68543 68543

読谷村字大湾糸蒲原 814番 畑 78833 788 78833

合 計 353239 353143 353239

令和８年２月４日 沖縄防衛局長

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

宜野湾市字安仁屋前原 575番 田 12549 125 12549

宜野湾市字安仁屋前原 576番 田 16942 169 16942

宜野湾市字安仁屋前原 577番 田 15914 159 15914

宜野湾市字安仁屋前原 614番 田 54155 541 54155

宜野湾市字喜友名下原 1352番１ 宅地 26316 26316 26316

宜野湾市字新城下原 668番 原野 30432 304 30432

北中城村字比嘉西原 729番１ 山林 121092 1210 121092

合 計 277400 277116 277400

令和８年２月４日 沖縄防衛局長

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

浦添市字城間城間原 479番３ 雑種地 39962 399 39962

浦添市字仲西外間門原 360番４ 雑種地 1728 17 1728

浦添市字仲西外間門原 373番１ 雑種地 98712 987 98712

合 計 140402 1403 140402

令和８年２月４日 沖縄防衛局長
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日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。





記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

沖縄市字山里新川原 315番３ 雑種地 66100 661 66100

合 計 66100 661 66100

令和８年２月４日 沖縄防衛局長

記

所 在 地 番 種類
（地目）

数 量（） 備 考

実 測 登記簿上
使用認定さ
れた土地の
面積（）

浦添市字城間城間原 473番１ 雑種地 36395 363 36395

浦添市字城間東空寿 1834番３ 雑種地 15900 159 15900

浦添市字仲西外間門原 371番 雑種地 27449 274 27449

合 計 79744 796 79744

令和８年２月４日 沖縄防衛局長
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官
報

日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約第
六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の
地位に関する協定の実施に伴う土地等の使用等に関する特別措
置法第７条第２項に基づく使用の認定公告

令和８年１月28日付けをもって下記土地等について、日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及
び安全保障条約第六条に基づく施設及び区域並びに日本国における合衆国軍隊の地位に関する協定の
実施に伴う土地等の使用等に関する特別措置法第５条による使用の認定があったので、同法第７条第
２項の規定により公告する。

参加者の有無を確認する公募
手続に係る参加意思確認書の
提出を求める公示

令和８年２月４日
中部地方整備局長 森本 輝

次のとおり、参加意思確認書の提出を招請しま
す。
なお、本業務に係る見積決定及び契約締結は、
当該業務に係る令和８年度本予算が成立し、予算
示達がなされることを条件とするものです。
１．当該招請の主旨
競争参加資格審査申請・受付システムは、２
年に１度の建設工事の定期の資格審査におい
て、申請者の負担軽減、行政事務の合理化等を

図るため、インターネット方式による申請受付
を行うために開発されたシステムである。
本業務は、中部地方整備局が代表機関として
実施する令和９・10年度競争参加資格審査（建
設工事）インターネット受付、既存システムの
機能改良、機器等の整備及び同システムの運用
支援、また申請者からの問い合わせ対応等を行
うものである。（申請予定者数27000者）
業務の実施にあたっては、高度で高い信頼性
が求められるとともに、システム構築の知識や
経験があるだけではなく、各参加機関の競争参
加資格審査制度を十分に把握したうえで、改良
及び運用支援等を行わなければならず、本シス
テムに関する幅広い知識と経験が必要不可欠で
ある。

これらのことから、本業務の遂行にあたって
は、技術的要件等を兼ね備えている特定の法人
を契約の相手方とする契約手続を行う予定とし
ているが、当該特定の法人以外の者で、下記の
応募要件を満たし、本業務の実施を希望する者
の有無を確認する目的で、参加意思確認書の提
出を招請する公募を実施するものである。
公募の結果、応募者がいない場合もしくは、
下記４．の応募要件を満たすと認められる者が
いない場合にあっては、特定の法人との契約手
続に移行する。なお、下記４．の応募要件を満
たすと認められる者がいる場合にあっては、特
定の法人と当該応募者に対して企画競争による
企画提案書の提出を要請する予定である。
２．業務概要
 業務名 令和９・10年度競争参加資格審査
インターネット一元受付システム運用支援・
改良及び受付対応業務
 業務内容
 システム機能改良
 システム環境構築
 運用支援
 サーバー等機器類の整備
 パスワード発送
 インターネット受付対応
 資料作成及びインターネット受付統括
 ヘルプデスクの開設
 履行期間 契約締結の翌日から令和９年３
月12日まで

３．業務目的
本業務は、中部地方整備局が代表機関として
実施する令和９・10年度競争参加資格審査（建
設工事）インターネット受付に対応するための
既存システムの機能改良、機器等の整備及び同
システムの運用支援、またインターネット受付
対応、ヘルプデスク開設を行うことを目的とす
る。

２） 技術力に関する要件
 本番環境に準じたテスト環境（テスト
データの作成を含む。）をシステム運用開
始前において、受注者自ら構築できるこ
と。
 本業務に必要な場所は、受注者自ら準
備できること。
 本業務に必要な機器等については、受
注者自ら準備（動作環境の設定を含む。）
できること。

３） 業務執行体制に関する要件
 業務の全部又は主たる部分を第三者に
委任し、又は請負わせてないこと。
 システム及びサーバーにおいて、予期
せぬ事態・障害が発生した場合は、夜間
及び休日に関わらず、業務が行えること。
 緊急時及び障害発生時等に対応するた
め、調査職員と管理技術者との連絡が常
に確保できる体制を維持できること。
 システム機器操作に関する指導教育を
行い受付業務に対応できること。

４．参加者に求める応募要件
 参加意思確認書の提出者に対する要件は、
以下のとおりとする。
１） 基本的要件
 予算決算及び会計令（昭和22年勅令第
165号）第70条及び第71条の規定に該当
しない者であること。

 令和７・８・９年度国土交通省競争参
加資格（全省庁統一資格）のうち「役務
の提供等」の東海・北陸地域の競争参加
資格を有する者であること。なお「競争
参加者の資格に関する公示」（令和７年３
月31日付官報）に記載されている時期及
び場所で競争参加資格の申請を受け付け
る。
 会社更生法に基づき更生手続開始の申
し立てがなされている者又は民事再生法
に基づき再生手続開始の申立てがなされ
ている者（競争参加資格に関する公示に
基づきの競争参加資格を継続する為に
必要な手続きをおこなった者を除く。）で
ないこと。
 中部地方整備局長から指名停止を受け
ている期間中でないこと。
 警察当局から、暴力団員が実質的に経
営支配する者又はこれに準ずるものとし
て、国土交通省が発注する業務等からの
排除要請があり、当該状態が継続してい
る者でないこと。
 中部地方整備局長から説明書の交付を
直接受けた者であること。
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令
和

年

月

日
水
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

４） 業務実績に関する要件
国、特殊法人等、地方公共団体、地方公
社が行った下記に示される同種又は類似業
務について、平成27年度以降参加意思確認
書の提出期限までに完了した業務（再委託
による業務の実績は含まない。）の実績を有
していること。（、は同一業務でなくて
良い）
・同種業務：
 受付した競争参加資格申請データを
複数の機関に提供できるシステムの開
発又は改良を行った業務
 Web方式により公共事業に関する
競争参加資格申請データの受付対応を
実施した業務

・類似業務：
 受付した競争参加資格申請データを
提供できるシステムの開発又は改良を
行った業務
 Web方式により公共事業に関する
競争参加資格申請データの受付対応を
実施した業務

５） 配置予定管理技術者に関する要件
配置予定管理技術者は、下記に示され
る実績を有し、下記に掲げるいずれかの
資格を有すること。
 業務実績：上記４．４）のとおり
 資格要件
以下のいずれかの資格を有すること。
・技術士：総合技術監理部門（情報工学
又は電気電子を選択科目とするもの）
又は情報工学部門、電気電子部門
・ＰＭＰ又は情報処理技術者（応用情報
技術者以上）
※旧資格の同等以上を含む。

５．手続等
 担当部局
〒4608514 愛知県名古屋市中区三の丸２
丁目５番１号名古屋合同庁舎第２号館６階
１） 契約関係
中部地方整備局総務部契約課購買第二係
大森 浩史 電話：0529538138（内線
2539）
２） 技術関係（特記仕様書等の照会先）
中部地方整備局総務部契約課調査係長 岩
田 礼司 電話：0529538138（内線
2521）

 説明書の交付期間、場所及び方法
説明書を上記２）の問い合わせ先で交付
する。交付期間は令和８年２月４日から令和
８年２月16日までの土曜日、日曜日及び祝日
を除く毎日、10時00分から16時00分までとす
る。また、郵送（着払い）又は電子メールに
よる交付も行うので、上記２）の問い合わ
せ先に申し出ること。この場合において、送
料は希望者の負担とする。
 参加意思確認書の提出期限、場所及び方法
提出期限：令和８年２月17日（火）16時00分
提出場所：上記２）に同じ。
提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達

の記録が残るものに限る。）、若し
くは電子メールによる。

６．その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 関連情報を入手するための照会窓口
５．に同じ。

 当該応募者に対して企画競争による企画提
案書の提出を要請する際の提出予定期限
令和８年３月27日（金）16時00分

 令和７・８・９年度国土交通省競争参加資
格（全省庁統一資格）「役務の提供等」の東海・
北陸越地域の競争参加資格を有していない者
も５．により参加意思確認書を提出するこ
とができるが、その者が企画提案書の提出者
として選定された場合に、企画提案書を提出
するためには、企画提案書の提出期限の日に
おいて、当該資格の認定を受けていなければ
ならない。
 詳細は説明書による。

破産手続開始

７．Summary
 Subject matter of service : System im‑

provement and operation support for Com‑

petitive bidding Qualification in the fiscal

year 2027-2028
 Time‑limit to express interests : 16 : 00

17 February 2026

 Contact point of documentation to the

proposal : IWATA Reiji Research Section,

Contract Division, General Affairs De‑

partment, Chubu Regional Development

Bureau, Ministry of Land, Infrastructure,

Transport and Tourism, 251, San‑
nomaru, Naka‑Ku, Nagoya‑Shi, Aichi‑Ken,

4608514, Japan, TEL 0529538138
ex.2521

 Name of administrator in charge of the

contract and division which he or she be‑

longs : OMORI Hirofumi No.2 Purchase

Section, Contract Division, General Affairs

Department, Chubu Regional Development

Bureau TEL 0529538138 ex.2539
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破
産
手
続
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び
免
責
許
可
決
定
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令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
再
生
手

続
開
始
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令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

北
海
道
紋
別
市
緑
町
四
丁
目
一
二
番
四
号

有
限
会
社
北
海
建
設
土
木

清
算
人

高
桑

優
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
十
六
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

宮
城
県
多
賀
城
市
鶴
ケ
谷
二
丁
目
一
二
番
三
号

ヤ
マ
サ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ハ
ウ
ス
有
限
会
社

代
表
清
算
人

山
本
せ
つ
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
三
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

福
島
県
郡
山
市
菜
根
一
丁
目
六
番
二
七
号
チ
サ
ン

マ
ン
シ
ョ
ン
菜
根
八
〇
一
号

有
限
会
社
テ
ク
ト
設
備
設
計
事
務
所

清
算
人

大
森

辰
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市
陽
光
台
二
丁
目
一
番
地

八
デ
ュ
オ
ヒ
ル
ズ
つ
く
ば
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
三
一
四

株
式
会
社
三
ツ
矢

代
表
清
算
人

岡
部

江
里

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
に
解
散
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
四
丁
目
二
番
一

五
号
ク
ラ
ッ
シ
ィ
ハ
ウ
ス
浦
和
常
盤
一
一
〇
二
号

株
式
会
社
あ
っ
と
ま
ー
く

代
表
清
算
人

白
井

正
史

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
、
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

埼
玉
県
狭
山
市
入
間
川
二
丁
目
二
二
番
三
三
号

合
同
会
社
ま
ち
未
来
計
画

清
算
人

宮
木

秀
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
大
字
中
川
四
四
〇
番

地
一
〇

株
式
会
社
ジ
ャ
ス
ト
・
テ
ク
ニ
コ

代
表
清
算
人

徳
田

信
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
亀
久
保
二
一
九
七
番
地

株
式
会
社
Ｙ
Ｏ
Ｕ

代
表
清
算
人

富
家

隆
樹
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令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

千
葉
県
流
山
市
南
流
山
四
丁
目
一
番
地
一
八

一

〇
三

株
式
会
社
ホ
ー
ム
オ
ン

代
表
清
算
人

内
田

規
雅

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

一
般
社
団
法
人
松
の
木

代
表
清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

松
の
木
特
定
目
的
会
社

代
表
清
算
人

内
山
隆
太
郎

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
八
丁
目
七
番
一
一
号

一
般
社
団
法
人
ホ
ワ
イ
ト
セ
ー
ジ
協
会

代
表
清
算
人

青
柳

仁
司

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
十
九
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
一
七
番
一
の
三
〇
二

号
室

宏
源
株
式
会
社

代
表
清
算
人

欧

耿
洪

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
八
王
子
市
め
じ
ろ
台
一
丁
目
三
四
番
地
の

一
四

有
限
会
社
ル
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

清
算
人

影
山

晋
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
二
丁
目
一
三
番
一
三
号

株
式
会
社
ハ
ー
ン
ズ
ノ
ー
ト

代
表
清
算
人

羽
田

光
三

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
新
宿
区
市
谷
砂
土
原
町
三
丁
目
四
番
地
一

株
式
会
社
キ
ヤ
ビ
ン

代
表
清
算
人

根
本

貴
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
中
野
区
中
野
三
丁
目
三
一
番
八
号
Ｎ
ス
ク

エ
ア
ビ
ル
七
階

株
式
会
社
ビ
ヨ
ン
ド
テ
ッ
ク

代
表
清
算
人

堀
ノ
内
哲
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
一
丁
目
八
番
九
号

辻
中
運
送
株
式
会
社

代
表
清
算
人

岡
本

成
道

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
目
黒
区
五
本
木
一
丁
目
一
八
番
一
号

オ
レ
ン
ジ
ペ
ン
ギ
ン
合
同
会
社

代
表
清
算
人

至
極

英
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
北
区
浮
間
三

二
〇

一
五

八
〇
二
室

株
式
会
社
Ｈ
Ｓ
＆
Ｍ
研
究
所

代
表
清
算
人

胡

蓉

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
六
年
三
月
五
日
社
員
が
欠
け
た
こ
と
に

よ
り
解
散
し
ま
し
た
の
で
、当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
足
立
区
千
住
緑
町
一
丁
目
二
一
番
二
九

一
〇
一
号

合
同
会
社
ね
う
ね
う

清
算
人

佐
藤

高
章

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
二
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
二
丁
目
七
番
二
号
中
瀬
ビ

ル
三
階
Ａ
号
室

Ｉ
Ｓ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
清
算
人

林

一
成

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
東
久
留
米
市
弥
生
一
丁
目
二
番
二
一
号

有
限
会
社
池
田
工
務
店

清
算
人

池
田

秀
雄

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
三

一
五

一
リ
ブ
ス
タ

イ
ル
旗
の
台
三
〇
五

株
式
会
社
Ｌ
ｅ
ａ
ｄ
＆
Ｆ
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

代
表
清
算
人

石
合

智
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
五
丁
目
三
六
番
六
号

有
限
会
社
大
内
彫
刻
所

清
算
人

大
内

淳
二

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員

総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号

一
般
社
団
法
人
こ
う
の
と
り

代
表
清
算
人

粟
国

正
樹





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
三

九

二

合
同
会
社
Ｆ
ｏ
ｌ
ｉ
ｕ
ｍ

Ｆ
ｌ
ｏ
ｒ
ｉ
ｓ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ清

算
人

木
村

文
美

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
杉
並
区
清
水
一
丁
目
九
番
三
号
荻
窪
ハ
ウ

ス
四
〇
一

有
限
会
社
Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｏ

清
算
人

長
谷
川
あ
か
ね

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
一
番
一
号
神
谷
町
ト

ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
Ｗ
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

Ｓ
ｐ
ｏ
ｔ
Ｘ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社

清
算
人

エ
リ
ー
・
ジ
ョ
セ
フ
・
タ
ウ
ィ
ル

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
十
六
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は

清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
一
番
地

さ
く
ら
綜
合
事
務
所
内

Ａ
Ｌ
Ｊ

Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ

Ｒ
Ｅ
１
合
同
会
社

清
算
人

安
藤

隆
夫

解
散
公
告

当
法
人
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関

す
る
法
律
第
二
〇
六
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
一
番
地

さ
く
ら
綜
合
事
務
所
内

Ａ
Ｌ
Ｊ

Ｈ
ｏ
ｔ
ｅ
ｌ

Ｒ
Ｅ
１
一
般
社
団
法
人

代
表
清
算
人

安
藤

隆
夫

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
十
三
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
中
海
岸
四
丁
目
一
五

四
〇

茅
ヶ
崎
シ
ー
サ
イ
ド
パ
レ
ス
四
一
三

一
般
社
団
法
人
ハ
ノ
ン

代
表
清
算
人

山
下
美
智
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
四
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
品
濃
町
五
三
〇
番
一

ブ
リ
リ
ア
東
戸
塚
七
一
三
号

合
同
会
社
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

清
算
人

高
橋

涼

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
十
四
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
四
六
七
番
五
号

一
般
社
団
法
人
和
な
び
ジ
ャ
パ
ン

代
表
清
算
人

木
村

素
子

解
散
公
告

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
七
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生
区
金
程
一
丁
目
三
六
番
一

三
号

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ

清
算
人

宮
川

博
司

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
諸
磯
五
一
番
地
の
五

有
限
会
社
ヤ
マ
キ
水
産

清
算
人

三
壁

仁
妃

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
久
地
三
丁
目
一
一
番
二

八
号

有
限
会
社
新
栄
金
型
製
作
所

清
算
人

鈴
木

茂
弥

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

富
山
市
開
発
一
九
七
番
地

合
同
会
社
オ
ン
・
ザ
・
ノ
ー
ツ

清
算
人

加
地

尚
吾

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

長
野
県
諏
訪
市
大
字
中
洲
三
五
四
〇
番
地

大
成
塗
装
工
業
有
限
会
社

清
算
人

伊
藤

広
樹

解
散
公
告

当
組
合
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出

が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

岐
阜
県
可
児
市
土
田
五
〇
五
番
地

カ
ヤ
バ
岐
阜
生
活
協
同
組
合

清
算
人

木
野

裕
二

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

愛
知
県
豊
橋
市
飯
村
町
字
高
山
二
八
七
番
地
の
七

ム
ー
ブ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
清
算
人

水
落

努

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
七
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

京
都
市
南
区
西
九
条
藤
ノ
木
町
九
三
番
地

株
式
会
社
佑
京

代
表
清
算
人

孫

鴻

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
一
二
三
一
番
地

株
式
会
社
ビ
バ
・
オ
ー
ト
ナ
カ
ム
ラ

代
表
清
算
人

中
村

光
三





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
十
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
天
王
寺
区
夕
陽
丘
町
四

二
Ｂ
Ｉ
Ｚ
ｃ
ｏ

ｍ
ｆ
ｏ
ｒ
ｔ
四
天
王
寺
三
七
号
室

株
式
会
社
岸
芷
汀
蘭

代
表
清
算
人

馬

慧
敏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
十
九
日
総
社
員
の
同
意
に
よ

り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
中
央
区
内
本
町
二
丁
目
三
番
八
号

合
同
会
社
尼
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

清
算
人

吉
田

正
樹

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
府
東
大
阪
市
森
河
内
西
一
丁
目
二
〇
番
一
号

株
式
会
社
ジ
ー
・
エ
ア
ー

代
表
清
算
人

具
志
堅

剛

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
生
野
区

北
一
丁
目
二
一
番
二
九
号
生
野

ハ
イ
ツ
二
一
九
号
室

ｍ
ｕ
ｍ
ｕ
合
同
会
社

清
算
人

朱

斌
浜

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
北
区
本
庄
東
三
丁
目
三
番
七
号
マ
ン
シ
ョ

ン
淀
三
〇
二
Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

彭

湧

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
生
野
区
鶴
橋
三
丁
目
二
番
二
一
号

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
シ
テ
ン
ト

代
表
清
算
人

外
川

守

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
崎
二
丁
目
四
番
一
二
号

エ
ス
コ
ー
ト
中
崎
二
〇
三
号
室

栄
和
合
同
会
社

清
算
人

陳

蓮
娟

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
浪
速
区
幸
町
二
丁
目
一
番
一
七
号
八
〇
六

Ａ
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

ジ
ュ
ス
ト
ア
ン
ド
レ
ア

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
府
高
槻
市
西
真
上
一
丁
目
一
五
番
二
三

二

〇
九
号

合
同
会
社
ウ
ェ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

清
算
人

西
原
賢
太
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

兵
庫
県
加
東
市
下
滝
野
二
丁
目
二
四
番
地

有
限
会
社
五
協
陸
運

代
表
清
算
人

久
保

修
二

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な

い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
八
鹿
三
二

三

医
療
専
門
職
総
合
サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社

代
表
清
算
人

吉
岡

正
貴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
三
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

神
戸
市
須
磨
区
北
落
合
四
丁
目
四
三
番
五
号

有
限
会
社
三
晃
薬
局

清
算
人

米
澤

孝
博

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
二
十
四
日
開
催
の
臨
時
株

主
総
会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社

に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

奈
良
県
北
葛
城
郡
上
牧
町
桜
ヶ
丘
一
丁
目
七
番
地

一
二

Ｏ
Ｍ
’
ｓ
株
式
会
社

代
表
清
算
人

小
川

正
子

解
散
公
告

当
社
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を

有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に

お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

奈
良
県
香
芝
市
狐
井
一
八
九

一

Ｃ

二
〇
二

株
式
会
社
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ

代
表
清
算
人

松
尾

大
志

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
一
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

奈
良
県
生
駒
市
東
菜
畑
一
丁
目
一
七
八

株
式
会
社
テ
ィ
ー
エ
ム
ス
ク
エ
ア

代
表
清
算
人

常
松

哲
夫

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
中
野
七
二
二
番
地
の
一
一
九

有
限
会
社
エ
イ
・
ユ
ー
デ
ザ
イ
ン

清
算
人

上
野
新
一
郎

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

岡
山
県
津
山
市
津
山
口
二
六
二
番
地
二
五

津
山
食
品
環
境
開
発
株
式
会
社

代
表
清
算
人

名
和
美
与
子





令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
一
日
会
社
法
第
四
七
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当

社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二

箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
一
九
六
番
地
の
一

株
式
会
社
瀬
戸
内

代
表
清
算
人

福
﨑

守
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

広
島
県
安
芸
郡
海
田
町
三
迫
一
丁
目
八
番
六
号

有
限
会
社
岡
製
作
所

清
算
人

岡

源
藏

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

愛
媛
県
八
幡
浜
市
一
四
四
〇
番
地
第
一

有
限
会
社
増
井
商
店

清
算
人

増
井

義
久

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
一
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
令
和
七
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本

公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

愛
媛
県
四
国
中
央
市
妻
鳥
町
七
五
一
番
地
の
三

有
限
会
社
瀬
戸
内
機
械
工
業
所

清
算
人

石
川

清
文

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

福
岡
県
京
都
郡
み
や
こ
町
徳
永
二
六
四
七
番
地
一

有
限
会
社
三
栄
運
輸

清
算
人

葛
島

義
幸

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

福
岡
県
行
橋
市
大
字
金
屋
字
辰
六
八
七
番
地
一
〇
号

株
式
会
社
ビ
ッ
グ
バ
ン

代
表
清
算
人

髙
山

悠
子

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
日
開
催
の
株
主
総
会

の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

北
九
州
市
小
倉
北
区
西
港
町
一
一
〇
番
地
一

日
通
八
幡
作
業
株
式
会
社

代
表
清
算
人

隠
塚

厚
二

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す
る

方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

熊
本
県
天
草
市
河
浦
町
新
合
二
八
三
番
地

合
同
会
社
和
・
さ
か
も
と

清
算
人

坂
本

昭
彦

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
一
月
五
日
開
催
の
株
主
総
会
の
決

議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有

す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
分
県
大
分
市
大
字
中
判
田
一
七
五
二
番
地
の
五

野
田
信
建
設
株
式
会
社

代
表
清
算
人

壁
村

美
鈴

解
散
公
告

当
社
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
総
社
員
の
同
意

に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

宮
崎
県
都
城
市
蓑
原
町
八
一
七
六
番
地
一

合
同
会
社
ク
ロ
ー
バ
ー

清
算
人

伊
地
知

寛

解
散
公
告

当
組
合
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
存
続
期
間
の

満
了
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権

を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

沖
縄
県
那
覇
市
首
里
鳥
堀
町
四
丁
目
四
五
番
地
の
一

テ
ィ
ー
オ
ー
エ
ム
有
限
責
任
事
業
組
合

代
表
清
算
人

當
間

訓

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
九
月
十
三
日
開
催
の
理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
議
決
に
よ
り
令
和
八
年
一
月
七
日
山
梨
県

知
事
の
認
可
を
受
け
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月

二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

山
梨
県
大
月
市
猿
橋
町
猿
橋
二
五
〇
番
地

学
校
法
人
猿
橋
幼
稚
園

清
算
人

仁
科

義
民

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
組
合
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解

散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告

第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月
二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
広
野
三
二
六
番
地

農
事
組
合
法
人
広
野
白
川
茶
生
産
組
合

清
算
人

安
江

利
朗

解
散
公
告
（
第
二
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解

散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告

第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

愛
知
県
尾
張
旭
市
霞
ケ
丘
町
南
一
一
三
番
地

医
療
法
人
Ｃ
ｏ
ｕ

清
算
人

髙
橋

一
弘

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
八
年
一
月
三
十
日
総
社
員
の
同
意
に

よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す

る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月
二
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
富
山
町
二
八
番
地
田
澤
神

田
ビ
ル
四
Ｆ

税
理
士
法
人
髙
木
会
計
事
務
所

清
算
人

西
澤

克
郎

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二

月
二
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か

ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

川
崎
市
川
崎
区
小
田
五
丁
目
二
八
番
一
五
号

医
療
法
人
社
団
熊
谷
医
院

清
算
人

荻
野

佳
子





第８期決算公告 令和７年12月23日
東京都渋谷区初台一丁目51番１号
初台センタービル817号室

株式会社Ｓ’ ＵＩＭＩＮ
代表取締役 大森 元気

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 255,956
固 定 資 産 9,778
資 産 合 計 265,734

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 96,340
株 主 資 本 69,394
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 859,872
資 本 準 備 金 859,872
利 益 剰 余 金 800,478
その他利益剰余金 800,478
(うち当期純損失) (68,567)
新 株 予 約 権 100,000
負債・純資産合計 265,734

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
日
開
催
の
解
散
大
会

の
決
議
に
よ
り
、
令
和
八
年
一
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解

散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
組
合
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、

本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月
一
日
）
の
翌
日
か

ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申

し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

新
潟
県
小
千
谷
市
千
谷
甲
三
〇
〇
〇
番
地

Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
労
働
組
合

代
表
清
算
人

須
田

貴
幸

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
七
年
十
二
月
十
九
日
大
阪
府
知
事
の

認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権
を
有
す
る

者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月
二
日
）
の

翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内

に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
府
和
泉
市
府
中
町
三
丁
目
五
番
一
四
号

医
療
法
人
カ
ワ
イ
歯
科

清
算
人

河
合

博

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
令
和
六
年
九
月
三
十
日
開
催
の
社
員
総
会

の
決
議
並
び
に
島
根
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
八
年

一
月
十
三
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当
法
人
に
債
権

を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和
八
年
二
月

二
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
市
木
七
一
八
番
地
四

医
療
法
人
社
団
上
田
医
院

清
算
人

上
田

敏
明

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
福
岡
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
令
和
七
年

十
二
月
一
日
を
も
っ
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
法

人
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
令
和

八
年
一
月
三
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
な
お
、
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

福
岡
県
筑
後
市
大
字
羽
犬
塚
五
四
七
番
地

医
療
法
人
石
井
内
科
医
院

清
算
人

石
井
か
ほ
る





第 ２ 期 決 算 公 告
令和８年２月４日

東京都品川区東品川２１11
ＩＢｐｒｏ株式会社
代表取締役 岩田 直樹

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 9,729
資 産 合 計 9,729

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 70
負 債 合 計 70
株 主 資 本 9,659
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 340
その他利益剰余金 340
(うち当期純損失) (167)
純資産合計 9,659
負債・純資産合計 9,729

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第３期決算公告 令和８年２月４日
愛知県小牧市大字大草字年上坂5823番地
ｓａｎｔｅｃ ＯＩＳ株式会社

代表取締役 小川 大介
貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資
産
の
部
流 動 資 産 3,764,046
固 定 資 産 288,013
合 計 4,052,060

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,073,813
賞 与 引 当 金 41,824
株 主 資 本 2,978,247
資 本 金 110,000
資 本 剰 余 金 1,111,994
資 本 準 備 金 2,500
その他資本剰余金 1,109,494
利 益 剰 余 金 1,756,252
その他利益剰余金 1,756,252
(うち当期純利益) (1,722,177)
合 計 4,052,060

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 11 期 決 算 公 告
令和７年 12 月 26 日 東京都港区虎ノ門三丁目18番19号

株式会社アルファコード
代表取締役 小野 佳克

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 228,505 流 動 負 債 55,774
固 定 資 産 555,189 固 定 負 債 460,000

株 主 資 本 294,362
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 1,710,104
資 本 準 備 金 1,275,948
その他資本剰余金 434,156
利 益 剰 余 金 1,505,615
その他利益剰余金 1,505,615
(うち当期純損失) (362,215)
自 己 株 式 10,127
評価・換算差額等 26,442
有価証券評価差額金 26,442

資 産 合 計 783,694 負債・純資産合計 783,694

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 22 期決算公告 令和７年12月22日
名古屋市中区丸の内三丁目21番23号

株式会社ユーオーエス
代表取締役 宮下 修

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 1,665
固 定 資 産 1,106
合 計 2,772

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 286
賞 与 引 当 金 0
そ の 他 286
固 定 負 債 13
株 主 資 本 2,472
資 本 金 50
利 益 剰 余 金 2,422
利 益 準 備 金 12
その他利益剰余金 2,410
(うち当期純利益) (219)
合 計 2,772

第53期決算公告
令和８年２月４日

徳島市上八万町西山512番地
株 式 会 社 地 建
代表取締役 阿部 善孝

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 551,483
固 定 資 産 418,142
合 計 969,626

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 415,178
固 定 負 債 760,062
株 主 資 本 205,613
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 235,613
利 益 準 備 金 2,100
その他利益剰余金 237,713
(うち当期純損失) (81,280)
合 計 969,626

第 51 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
岩手県盛岡市東見前９地割18番地１

株式会社カネマン
代表取締役 三浦 崇

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 2,395,352
固 定 資 産 10,532,562
繰 延 資 産 592
合 計 12,928,507

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 3,139,058
固 定 負 債 2,735,588
株 主 資 本 7,053,860
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 7,033,860
その他利益剰余金 7,033,860
(うち当期純利益) (387,022)
合 計 12,928,507

第 17 期決算公告 令和８年２月４日
東京都渋谷区恵比寿四丁目３番５号
アークアウトソーシング株式会社内

ゼットスケーラー株式会社
代表取締役 ケビン・イー・ルービン

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 829,882
固 定 資 産 1,241,736
資 産 合 計 2,071,619

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,128,268
賞 与 引 当 金 59,603
株 主 資 本 943,350
資 本 金 35,032
資 本 剰 余 金 32,032
資 本 準 備 金 32,032
利 益 剰 余 金 876,284
その他利益剰余金 876,284
(うち当期純利益) (176,097)
負債・純資産合計 2,071,619

第 12 期決算公告 令和５年６月19日
東京都港区芝浦二丁目15番６号
ミドクラジャパン株式会社

代表取締役 加藤 隆哉
貸借対照表の要旨(令和５年３月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 284
固 定 資 産 151
資 産 合 計 434

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 233
(うち賞与引当金) (16)
固 定 負 債 2
株 主 資 本 200
資 本 金 23
資 本 剰 余 金 23
資 本 準 備 金 23
利 益 剰 余 金 153
その他利益剰余金 153
(うち当期純損失) (26)
負債・純資産合計 434

第 13 期決算公告 令和６年６月20日
東京都港区芝浦二丁目15番６号
ミドクラジャパン株式会社
代表取締役 加藤 隆哉

貸借対照表の要旨(令和６年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 254
固 定 資 産 135
資 産 合 計 389

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 227
(うち賞与引当金) (13)
固 定 負 債 3
株 主 資 本 159
資 本 金 23
資 本 剰 余 金 23
資 本 準 備 金 23
利 益 剰 余 金 113
その他利益剰余金 113
(うち当期純損失) (41)
負債・純資産合計 389

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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建
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建
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よ
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係
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６
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又
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提
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２
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］
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又
は
名
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及
び
氏
名





第 20 期 決 算 公 告
令和８年１月 29 日 東京都港区南青山３丁目８番38号

株式会社ウィルゲート
代表取締役 小島 梨揮

貸借対照表の要旨 (令和７年10月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 570,133 流 動 負 債 231,239
固 定 資 産 89,328 固 定 負 債 29,356

株 主 資 本 396,375
資 本 金 60,000
資 本 剰 余 金 37,500
資 本 準 備 金 15,000
その他資本剰余金 22,500
利 益 剰 余 金 325,875
その他利益剰余金 325,875
(うち当期純利益) (86,910)
自 己 株 式 27,000
新 株 予 約 権 2,490

資 産 合 計 659,461 負債・純資産合計 659,461

第 10 期 決 算 公 告
令和７年 12 月 25 日
東京都千代田区神田錦町３丁目19番５号廣瀬第３ビル４階

ナーブ株式会社
代表取締役 廣瀬 將人

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 85,997 流 動 負 債 162,335
固 定 資 産 34,914 固 定 負 債 60,955

株 主 資 本 106,518
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 623,110
その他資本剰余金 623,110
利 益 剰 余 金 829,628
その他利益剰余金 829,628
(うち当期純利益) (17,514)
新 株 予 約 権 4,140

資 産 合 計 120,911 負債・純資産合計 120,911

第 21 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
東京都港区芝浦三丁目１番１号田町ステーションタワーＮ18階

アバゴ・テクノロジー株式会社
代表取締役社長 水野 大地

貸借対照表の要旨 (令和７年10月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 14,598,228 流 動 負 債 5,358,027
固 定 資 産 1,006,438 (賞与引当金) (34,115)
有形固定資産 126,054 固 定 負 債 560,698
投資その他の資産 880,384 (退職給付引当金) (199,715)

株 主 資 本 5,376,223
資 本 金 285,509
資 本 剰 余 金 275,509
資 本 準 備 金 275,509
利 益 剰 余 金 4,815,205
その他利益剰余金 4,815,205
(うち当期純損失) (434,048)
新 株 予 約 権 4,309,718

資 産 合 計 15,604,666 負債・純資産合計 15,604,666

第 ４ 期 決 算 公 告
令和７年 12 月 26 日

岡山県総社市久代1785番地２
株式会社テルミックス
代表取締役 沼田 俊介

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,602,021 流 動 負 債 1,762,348
固 定 資 産 405,944 固 定 負 債 80,506
繰 延 資 産 14,022 うち退職給付引当

金  (80,506)
株 主 資 本 179,133
資 本 金 99,000
資 本 剰 余 金 464,000
資 本 準 備 金 464,000
利 益 剰 余 金 383,866
その他利益剰余金 383,866
(うち当期純損失) (74,793)

資 産 合 計 2,021,988 負債・純資産合計 2,021,988

第 14 期決算公告 令和７年６月17日
東京都港区芝浦二丁目15番６号
ミドクラジャパン株式会社
代表取締役 加藤 隆哉

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(百万円)

資
産
の
部
流 動 資 産 255
固 定 資 産 130
資 産 合 計 385

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 226
(うち賞与引当金) (10)
固 定 負 債 4
株 主 資 本 154
資 本 金 23
資 本 剰 余 金 23
資 本 準 備 金 23
利 益 剰 余 金 108
その他利益剰余金 108
(うち当期純損失) (5)
負債・純資産合計 385

第 15 期決算公告 令和８年２月４日
茨城県常総市水海道天満町
2456番地２２階

Global Corporation Japan株式会社
代表取締役 ソマセカラン・ナイル・

クマール・サンディープ
貸借対照表の要旨(令和６年12月31日現在)

科 目 金 額(円)
資
産
の
部
流 動 資 産 141,729,596
固 定 資 産 163,566,972
資 産 合 計 305,296,568

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 179,727,369
株 主 資 本 125,569,199
資 本 金 50,000,000
資 本 剰 余 金 34,748,589
資 本 準 備 金 34,748,589
利 益 剰 余 金 40,820,610
その他利益剰余金 40,820,610
(うち当期純損失) (16,398,467)
負債・純資産合計 305,296,568

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
千
九
百
万
円
減
少
し
三

千
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

茨
城
県
常
総
市
水
海
道
天
満
町
二
四
五
六
番

地
二

二
階

G
lo
b
a
l
C
o
rp
o
ra
tio
n
Ja
p
a
n 株
式
会
社

代
表
取
締
役

ソ
マ
セ
カ
ラ
ン
・
ナ
イ

ル
・
ク
マ
ー
ル
・
サ
ン

デ
ィ
ー
プ

第 39 期 決 算 公 告
令和８年１月 16 日
東京都品川区北品川五丁目５番15号

巴 物 流 株 式 会 社
代表取締役 今野 晋弥

貸借対照表の要旨(令和７年10月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 182,246
固 定 資 産 1,582
合 計 187,829

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,342
固 定 負 債 0
株 主 資 本 182,486
資 本 金 30,000
利 益 剰 余 金 152,486
利 益 準 備 金 7,500
その他利益剰余金 144,986
(うち当期純利益) (3,445)
合 計 187,829

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
不
動
産
賃

貸
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を

承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
分

割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最

終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合
六
丁
目

四
番
一
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
ス
ダ
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

須
田

安
隆

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目
二

七
八
番
地
一

（
乙
）
デ
ィ
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

須
田

安
隆

第 15 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
埼玉県さいたま市大宮区三橋二丁目
278番地１

ディライトホーム株式会社
代表取締役 須田 安隆

貸借対照表の要旨
(令和７年１月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 544,125
固 定 資 産 137,453
資 産 合 計 681,578

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 401,437
固 定 負 債 185,433
株 主 資 本 94,708
資 本 金 5,000
利 益 剰 余 金 89,708
その他利益剰余金 89,708
(うち当期純利益) (73,240)
負債・純資産合計 681,578

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



第 44 期 決 算 公 告

令和８年２月４日

東京都台東区東上野一丁目１番14号

大都販売株式会社

代表取締役 木原 海鵬
貸借対照表の要旨

(令和７年８月31日現在)(単位：百万円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 29,169
固 定 資 産 18,836

資 産 合 計 48,005

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,563
賞 与 引 当 金 75
そ の 他 4,487
固 定 負 債 168

負 債 合 計 4,731

株 主 資 本 43,427
資 本 金 32
利 益 剰 余 金 43,395
利 益 準 備 金 8
その他利益剰余金 43,387
(うち当期純利益) (5,097)

評価・換算差額等 153
その他有価証券評価
差額金 163
繰延ヘッジ損益 10

純資産合計 43,274

負債・純資産合計 48,005

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
九
日
で
あ
り
、
甲

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
及
び
乙
の
総
社
員
の
同
意

は
令
和
七
年
十
二
月
五
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。
な
お
、
甲
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

東
京
都
世
田
谷
区
北
沢
五
丁
目
四
〇
番
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
き
ず
な

代
表
取
締
役

棚
橋

悠
好

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
一
五
号
Ｗ

ｉ
ｎ
Ａ
ｏ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
ビ
ル

Ｕ
Ｃ
Ｆ
九
一
七

（
乙
）
合
同
会
社
ベ
ア

代
表
社
員

棚
橋

俊
介

第 ９ 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
東京都世田谷区北沢五丁目40番２号

株式会社きずな
代表取締役 棚橋 悠好

貸借対照表の要旨(令和７年２月28日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 3,939,773
固 定 資 産 161,684,338
資 産 合 計 165,624,111

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,937,700
固 定 負 債 201,871,850
株 主 資 本 38,185,439
資 本 金 500,000
利 益 剰 余 金 38,685,439
(うち当期純損失) (2,962,365)
負債・純資産合計 165,624,111

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社

お
み
ず
や
さ
ん
（
住
所
沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
久

貝
八
七
〇
番
地
一
）
に
対
し
て
当
社
の
生
活
事
業
に

関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、

本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

沖
縄
県
宮
古
島
市
平
良
字
久
貝
八
七
〇
番
地
一

株
式
会
社
宮
古
島
の
雪
塩

代
表
取
締
役

西
里

長
治

決算公告 令和８年２月４日
沖縄県宮古島市平良字久貝870番地１

株式会社宮古島の雪塩
代表取締役 西里 長治

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,388,186
固 定 資 産 1,622,446
合 計 4,010,632

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 788,398
固 定 負 債 525,297
株 主 資 本 2,696,937
資 本 金 68,100
資 本 剰 余 金 13,187
利 益 剰 余 金 2,731,145
利 益 準 備 金 204
繰越利益剰余金 2,730,941
(うち当期純利益) (1,198,307)
自 己 株 式 115,495
合 計 4,010,632

第 40 期 決 算 公 告
令和８年１月 29 日

東京都中央区明石町８１
聖路加タワー30階

株式会社ブライセン
代表取締役社長 藤木 優
貸借対照表の要旨

(令和７年10月31日現在) (単位：千円)

科 目 金 額

資
産
の
部

流 動 資 産 2,598,623
固 定 資 産 1,560,518

資 産 合 計 4,159,142

負
債
及
び
純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,602,874
賞 与 引 当 金 38,488
受注損失引当金 3,540
固 定 負 債 1,853,322
退職給付引当金 258,022

負 債 合 計 3,456,196

株 主 資 本 702,945
資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 266,792
その他資本剰余金 266,792
利 益 剰 余 金 707,607
利 益 準 備 金 4,257
その他利益剰余金 703,349
(うち当期純利益) (377,569)
自 己 株 式 371,454

純資産合計 702,945

負債・純資産合計 4,159,142

第 49 期 決 算 公 告
令和８年２月４日 東京都中野区本町一丁目32番２号

ワールド・ファミリー株式会社
代表取締役社長 ロバート・エイ・パーカー・ジュニア

損益計算書の要旨
自 令和６年９月１日
至 令和７年８月31日

(単位：百万円)
科 目 金 額
売 上 高 20,488
売 上 原 価 7,760
売 上 総 利 益 12,728
販売費及び一般管理
費 12,067
営 業 利 益 660
営 業 外 収 益 39
営 業 外 費 用 332
経 常 利 益 367
税引前当期純利益 367
法人税、住民税及び
事業税 229

法人税等調整額 45
当 期 純 利 益 183

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)(単位：百万円)
科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 27,257 流 動 負 債 24,158
固 定 資 産 1,284 賞 与 引 当 金 54

固 定 負 債 1,274
退職給付引当金 1,011
負 債 合 計 25,433
株 主 資 本 3,108
資 本 金 480
利 益 剰 余 金 2,628
その他利益剰余金 2,628
純資産合計 3,108

資 産 合 計 28,541 負債・純資産合計 28,541

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
五
百
万
円
減
少
し

一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
で
あ

り
、
株
主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
一
月
三
十
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

兵
庫
県
小
野
市
古
川
町
六
四
二
番
地
の
一

シ
ー
ズ
ン
ラ
イ
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本

和
哉

第 38 期 決 算 公 告
令和８年２月４日

兵庫県小野市古川町642番地の１
シーズンライフ株式会社
代表取締役 本 和哉

貸借対照表の要旨
(令和７年６月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 195,504
固 定 資 産 207,835
合 計 403,339

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 98,705
固 定 負 債 160,230
株 主 資 本 144,404
資 本 金 55,000
利 益 剰 余 金 89,404
その他利益剰余金 89,404
(うち当期純損失) (13,540)
合 計 403,339

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



2024 年度決算公告 令和８年２月４日
東京都渋谷区恵比寿南一丁目１番１号
ジョイパックアミューズメント株式会社

代表取締役 林 光男
貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)

科 目 金 額(百万円)
資
産
の
部
流 動 資 産 1,166
固 定 資 産 5,322
合 計 6,489

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 687
賞 与 引 当 金 22
固 定 負 債 2,280
退職給与引当金 51
株 主 資 本 3,522
資 本 金 100
利 益 剰 余 金 3,422
利 益 準 備 金 25
その他利益剰余金 3,397
(うち当期純利益) (176)
合 計 6,489

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
し
一
千

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

和
歌
山
市
三
木
町
堀
詰
二
五
番
地

株
式
会
社
嶋
精
一
本
店

代
表
取
締
役

島

一
浩

第 35 期 決 算 公 告
令和８年２月４日

和歌山市三木町堀詰25番地
株式会社嶋精一本店
代表取締役 島 一浩

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 44,021
固 定 資 産 8,257
合 計 52,278

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 64,909
固 定 負 債 0
株 主 資 本 12,631
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 32,631
利 益 準 備 金 4,000
その他利益剰余金 36,631
(うち当期純利益) (4,781)
合 計 52,278

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

北
海
道
北
見
市
北
五
条
西
二
丁
目
六
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

代
表
取
締
役

岡
村

秀
明

北
海
道
北
見
市
北
五
条
西
二
丁
目
六
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｓ

代
表
取
締
役

岡
村

秀
明

第５期決算公告 令和８年２月４日
北海道北見市北五条西二丁目６番地
株式会社ＬＩＦＥ ＷＯＲＫＳ

代表取締役 岡村 秀明
貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)

科 目 金 額(千円)
資

産

の

部

流 動 資 産 157,754
固 定 資 産 14,714
繰 延 資 産 1,146
合 計 173,614

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 97,974
固 定 負 債 4,616
株 主 資 本 71,024
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 68,024
その他利益剰余金 68,024
(うち当期純利益) (46,708)
合 計 173,614

第 14 期決算公告 令和８年２月４日
北海道北見市北五条西二丁目６番地

株式会社ＬＩＶＥＳ
代表取締役 岡村 秀明

貸借対照表の要旨(令和７年７月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資

産

の

部

流 動 資 産 7,315
固 定 資 産 131,690
繰 延 資 産 7,719
合 計 146,725

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 20,957
固 定 負 債 148,315
株 主 資 本 22,547
資 本 金 3,000
利 益 剰 余 金 25,547
その他利益剰余金 25,547
(うち当期純損失) (2,667)
合 計 146,725

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

北
海
道
深
川
市
文
光
町
一
〇
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
西
口
電
気

代
表
取
締
役

西
口

健
一

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
一
五
四
六
番
地
の

一
三

（
乙
）
高
村
電
気
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
村

広
行

第 59 期決算公告 令和８年２月４日
北海道深川市文光町10番10号

株式会社西口電気
代表取締役 西口 健一

貸借対照表の要旨(令和７年４月30日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 104,268
固 定 資 産 31,841
合 計 136,109

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 42,325
固 定 負 債 46,538
株 主 資 本 47,246
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 27,246
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 22,246
(うち当期純利益) (2,479)
合 計 136,109

第 53 期決算公告 令和８年２月４日
北海道雨竜郡秩父別町1546番地の13

高村電気株式会社
代表取締役 髙村 広行

貸借対照表の要旨(令和７年２月28日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 74,670
固 定 資 産 2,528
合 計 77,199

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 4,686
株 主 資 本 72,513
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 62,513
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 60,013
(うち当期純利益) (358)
合 計 77,199

第 26 期決算公告 令和８年２月４日
群馬県高崎市寺尾町３番地１
株式会社ウエルビーイング
代表取締役 佐藤 健司

貸借対照表の要旨(令和６年12月31日現在)
科 目 金 額(円)

資

産

の

部

流 動 資 産 333,886,807
固 定 資 産 563,147,680
繰 延 資 産 33,000,000
合 計 930,034,487

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 95,582,828
固 定 負 債 761,291,975
株 主 資 本 70,181,850
資 本 金 36,200,000
利 益 剰 余 金 33,981,850
利 益 準 備 金 42,900
その他利益剰余金 33,938,950
(うち当期純利益) (22,503,719)

評価・換算差額等 2,977,834
合 計 930,034,487

第 13 期決算公告 令和８年２月４日
群馬県高崎市井野町376番地

株式会社Ｍ’ ｚ
代表取締役 戸塚 英希

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 42,256,390
固 定 資 産 143,259,330
合 計 185,515,720

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 67,958,054
固 定 負 債 77,216,000
株 主 資 本 40,341,666
資 本 金 100,000
利 益 剰 余 金 40,241,666
利 益 準 備 金 25,000
その他利益剰余金 40,216,666
(うち当期純利益) (8,446,663)
合 計 185,515,720

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
で
あ

り
、
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
一

月
七
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

群
馬
県
高
崎
市
寺
尾
町
三
番
地
一

（
甲
）
株
式
会
社
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

代
表
取
締
役

佐
藤

健
司

群
馬
県
高
崎
市
井
野
町
三
七
六
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｍ

ｚ

代
表
取
締
役

戸
塚

英
希

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 



合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

静
岡
県
掛
川
市
板
沢
五
〇
〇
番
地
の
一

（
甲
）
き
み
く
ら
株
式
会
社

代
表
取
締
役

丸
山

勝
久

静
岡
県
掛
川
市
上
西
郷
四
四
七
二
番
地
の
五

（
乙
）
株
式
会
社
北
辰
た
ち
ば
な
や

代
表
取
締
役

丸
山

勝
久

令和８年２月４日
静岡県掛川市板沢500番地の１

き み く ら 株 式 会 社
代表取締役 丸山 勝久

貸借対照表の要旨(令和６年12月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 298,663
固 定 資 産 228,401
資 産 合 計 527,065

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 370,091
固 定 負 債 84,055
株 主 資 本 72,918
資 本 金 10,000
資 本 剰 余 金 7,332
その他資本剰余金 7,332
利 益 剰 余 金 55,585
利 益 準 備 金 2,500
その他利益剰余金 53,085
(うち当期純利益) (18,137)
負債・純資産合計 527,065

第 47 期決算公告 令和８年２月４日
静岡県掛川市上西郷4472番地の５

株式会社北辰たちばなや
代表取締役 丸山 勝久

貸借対照表の要旨(令和７年８月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 103,667
固 定 資 産 230,049
資 産 合 計 333,717

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,124
固 定 負 債 180,810
株 主 資 本 142,783
資 本 金 20,000
資 本 剰 余 金 75,481
その他資本剰余金 75,481
利 益 剰 余 金 47,301
その他利益剰余金 47,301
(うち当期純利益) (4,173)
負債・純資産合計 333,717

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
二
十
日
で
あ
り
、

両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
二
月
一

日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

京
都
市
下
京
区
堀
川
通
綾
小
路
下
る
綾
堀
川
町

三
〇
六
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
京
栄
技
研

代
表
取
締
役

南

光
枝

京
都
市
下
京
区
綾
堀
川
町
三
〇
六
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
里
仁
舎

代
表
取
締
役

南

宗
和

第 31 期決算公告 令和８年２月４日
京都市下京区堀川通綾小路下る綾堀川町
306番地

株式会社京栄技研
代表取締役 南 光枝

貸借対照表の要旨(令和７年４月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 2,275,736
固 定 資 産 63,399,312
合 計 65,675,048

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 144,758
固 定 負 債 38,426,051
株 主 資 本 27,104,239
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 17,104,239
利 益 準 備 金 2,500,000
その他利益剰余金 14,604,239
(うち当期純損失) (1,706,511)
合 計 65,675,048

第 37 期決算公告 令和８年２月４日
京都市下京区綾堀川町306番地

株式会社里仁舎
代表取締役 南 宗和

貸借対照表の要旨(令和７年９月30日現在)
科 目 金 額(円)

資
産
の
部
流 動 資 産 13,396,597
固 定 資 産 478,506
合 計 13,875,103

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,419,446
固 定 負 債 30,155,934
株 主 資 本 17,700,277
資 本 金 10,000,000
利 益 剰 余 金 27,700,277
利 益 準 備 金 1,500,000
その他利益剰余金 29,200,277
(うち当期純損失) (4,315,938)
合 計 13,875,103

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

で
あ
り
、
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八

年
一
月
八
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
二
月
四
日

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
三
丁
目
一
番
二
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
イ
オ
グ
ラ
ン
ツ

代
表
取
締
役

山
中

健
司

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
三
丁
目
一
番
二
九
号

（
乙
）
株
式
会
社
コ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
ス

ク
ー
ル代

表
取
締
役

山
中

健
司

第 24 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
大阪市中央区久太郎町三丁目１番29号

株式会社イオグランツ
代表取締役 山中 健司

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 704,752
固 定 資 産 60,988
合 計 776,811

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 167,616
株 主 資 本 609,194
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 599,194
その他利益剰余金 599,194
(うち当期純利益) (67,800)
合 計 776,811

第 41 期 決 算 公 告
令和８年２月４日
大阪市中央区久太郎町三丁目１番29号
株式会社コラムデザインスクール

代表取締役 山中 健司
貸借対照表の要旨

(令和７年９月30日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 5,514
固 定 資 産 10
合 計 5,524

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 1,378
株 主 資 本 4,146
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 5,853
その他利益剰余金 5,853
(うち当期純損失) (4,627)
合 計 5,524

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の

あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照

表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
甲
・
丙
）
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
四
日

福
岡
県
直
方
市
古
町
四
番
二
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
コ
ク
ラ
ヤ
時
計
店

代
表
取
締
役

赤
坂

一
成

福
岡
県
直
方
市
古
町
四
番
二
二
号

（
乙
）
有
限
会
社
コ
ク
ラ
ヤ
友
の
会

代
表
取
締
役

椋
林
壽
美
子

福
岡
県
直
方
市
古
町
四
番
二
二
号

（
丙
）
コ
ク
ラ
ヤ
貿
易
株
式
会
社

代
表
取
締
役

椋
林
壽
美
子

第 84 期 決 算 公 告
令和８年２月４日

福岡県直方市古町４番22号
株式会社コクラヤ時計店
代表取締役 赤坂 一成

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 227,321
固 定 資 産 194,726
合 計 422,048

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 5,861
固 定 負 債 4,210
株 主 資 本 411,975
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 401,975
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 396,975
(うち当期純利益) (1,093)
合 計 422,048

第 48 期 決 算 公 告
令和８年２月４日

福岡県直方市古町４番22号
コクラヤ貿易株式会社
代表取締役 椋林壽美子

貸借対照表の要旨(令和７年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

資
産
の
部
流 動 資 産 67,039
固 定 資 産 18,164
合 計 85,203

負

債

及

び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 198
固 定 負 債 448
株 主 資 本 84,557
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 64,557
利 益 準 備 金 4,200
その他利益剰余金 60,357
(うち当期純損失) (3,002)
合 計 85,203

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報



第 21 期 決 算 公 告

令和７年 12 月 22 日 東京都文京区本郷２22２

株式会社東日本宇佐美

代表取締役 髙橋 智幸

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

74,055
5,688

79,744

負債及び純資産の部
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

53,851
814

53,037
2,143
55,994
23,714
50
5
5

23,659
7

23,651
35

35

23,749
79,744

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 令和６年10月１日
至 令和７年９月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
542,841
504,811
38,030

32,542

5,487
368
120

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
5,735
52
189
5,599

1,980

 14
3,633

第 68 期 決 算 公 告

令和７年 12 月 22 日 愛知県津島市埋田町一丁目８番地

株 式 会 社 宇 佐 美

代表取締役 宇佐美智也

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

122,236
41,738

163,975

負債及び純資産の部
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

115,599
10

115,589
290

115,890
47,529
12

33,280
33,280
14,237

2
14,234
555

555

48,085
163,975

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 令和６年10月１日
至 令和７年９月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
952,038
941,522
10,516

9,580

936
437
8

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
1,364
0
0

1,364

380

8
976

第 46 期 決 算 公 告

令和７年 12 月 22 日 愛知県津島市埋田町一丁目８番地

株式会社宇佐美鉱油

代表取締役 宇佐美智也

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産
繰 延 資 産

資 産 合 計

117,748
129,917
131

247,797

負債及び純資産の部
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

131,779
0

131,779
1,708
133,488
114,037

10
162
162

113,865
2

113,862
271

271

114,308
247,797

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 令和６年10月１日
至 令和７年９月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
972,611
951,834
20,776

20,707

68
8,059
103

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
8,024
338
427
7,935

99

 72
7,908

第 21 期 決 算 公 告
令和７年 12 月 22 日 愛知県津島市埋田町一丁目８番地

株式会社西日本宇佐美

代表取締役 髙橋 智幸

貸借対照表の要旨 (令和７年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部

流 動 資 産
固 定 資 産

資 産 合 計

74,800
9,863

84,664

負債及び純資産の部
流 動 負 債
賞 与 引 当 金
そ の 他
固 定 負 債
負 債 合 計
株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
利 益 準 備 金
その他利益剰余金

評価・換算差額等
その他有価証券評価
差額金
純資産合計
負債・純資産合計

53,714
793

52,921
2,183
55,898
28,708
50
6
6

28,652
6

28,646
57

57

28,766
84,664

損 益 計 算 書 の 要 旨
自 令和６年10月１日
至 令和７年９月30日 (単位：百万円)

科 目
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販売費及び一般管理
費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

金 額
494,157
459,709
34,447

29,599

4,848
376
101

科 目
経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び
事業税
法人税等調整額
当 期 純 利 益

金 額
5,124
30
175
4,979

1,716

30
3,232

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報 
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